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部
に
お
け
る
公
共
交
通
の
確
保
」
と
の
記
載

が
あ
る
。
交
通
利
便
性
向
上
の
た
め
の
福
祉

交
通
や
デ
マ
ン
ド
交
通
（
※
２
）
に
つ
い
て
、

本
市
に
お
け
る
現
在
の
取
り
組
み
状
況
は
ど

う
か
。

山
間
部
に
お
け
る
デ
マ
ン
ド
交
通
に

つ
い
て
は
、
社
会
実
験
等
を
行
い
地

域
の
実
情
に
合
っ
た
利
用
し
や
す
い
交
通
手

段
を
住
民
と
と
も
に
検
討
す
る
予
定
を
し
て

い
る
。
多
様
な
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
展
開

は
、
移
動
困
難
者
へ
の
交
通
の
確
保
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
福
祉
部
局
と
連
携
し
、
交

通
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
等
に
サ
ー
ビ
ス
導

入
を
呼
び
か
け
て
い
く
。

て
位
置
付
け
て
お
り
、
そ
の
中
で
検
討
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
見
山
の
郷
を

は
じ
め
、
他
の
周
辺
施
設
と
の
関
係
は
、
そ

れ
ぞ
れ
の
特
色
を
い
か
し
て
、
相
乗
効
果
が

図
れ
る
よ
う
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
辰
見
　
　
登

本
市
の
救
急
医
療
体
制
に
つ
い
て
、

循
環
器
科
等
で
受
け
入
れ
体
制
が
整

わ
ず
、
他
市
の
医
療
機
関
に
依
存
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
救
急
搬
送
に
時
間
が
か
か
り
、

死
に
至
る
病
気
も
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
ま

た
、
助
か
っ
た
が
重
度
の
障
害
が
残
り
、
多

額
の
医
療
費
が
必
要
と
な
る
な
ど
、
こ
の
悪

循
環
の
連
鎖
を
早
期
に
解
決
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

平
成
26
年
度
か
ら
市
内
２
次
救
急
医

療
（
※
１
）
機
関
強
化
が
先
決
と
考

え
補
助
金
を
支
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
市

内
搬
送
率
が
向
上
し
、
救
急
に
か
か
る
時
間

も
短
縮
さ
れ
、
医
療
費
の
抑
制
に
つ
な
が
る

も
の
と
考
え
て
い
る
が
、
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治

 

他
市
依
存
の
救
急
体
制
の
解
決
を

問答

市
は
公
共
交
通
の
空
白
地
が
あ
る
こ

と
を
認
識
し
て
い
る
が
、
昨
年
３
月

 

交
通
利
便
性
向
上
の
取
り
組
み
は

問

本
市
北
部
地
域
を
中
心
に
有
害
獣
に

よ
る
農
作
物
被
害
が
広
が
る
中
、
狩

猟
に
よ
る
猪
肉
や
鹿
肉
を
用
い
た
ジ
ビ
エ
料

理
を
活
用
し
、
市
の
魅
力
発
信
や
活
性
化
に

つ
な
げ
て
は
ど
う
か
。
ま
た
、
旧
北
辰
中
学

校
跡
地
に
つ
い
て
、
市
は
宿
泊
施
設
や
レ
ス

ト
ラ
ン
等
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
が
、
見
山

の
郷
な
ど
と
の
相
乗
効
果
を
ど
の
よ
う
に

狙
っ
て
い
く
の
か
。

ジ
ビ
エ
料
理
の
活
用
に
つ
い
て
は
、

旧
北
辰
中
学
校
の
跡
地
利
用
の
取
り

組
み
の
中
で
、
食
に
つ
い
て
も
テ
ー
マ
と
し

 

北
部
地
域
の
活
性
化
策
は

問答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
大
村
　
卓
司

療
室
）
等
を
有
す
る
総
合
病
院
の
誘
致
や
大

学
医
学
部
と
の
連
携
も
、
解
決
方
法
と
し
て

取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

に
策
定
し
た
総
合
交
通
戦
略
の
中
に
は
、「
多

様
な
タ
ク
シ
ー
サ
ー
ビ
ス
の
展
開
」、「
山
間

de 愛 ・ ほっこり 「見山の郷」 （大字長谷）

第
５
回
定
例
会

答

２次救急医療 ： 重症度に応じて初期 （１次）、 ２次、 ３次救急医療の 3 段階体制をとっており、 ２次は入院治
療や手術を必要とする重症患者に対応する救急医療のこと。
デマンド交通 ： 予約型の乗合タクシーのことで、 予約に応じて自宅と目的地の間を、 複数の人が乗り合い運
行する交通システム。

　
一
般
会
計
補
正
予
算
質
疑
を
９
月
４
日
に
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
疑
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
が
、
誌
面
の
都
合
上
、
質
疑

の
一
部
し
か
掲
載
で
き
ま
せ
ん
。
詳
し
い
内
容
は
、
南
館
１
階
情
報

ル
ー
ム
及
び
各
図
書
館
に
設
置
し
て
い
る
会
議
録
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
市
議

会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
い
ず
れ
も
11
月
中
旬
予
定
）

一
般

質
疑

会
計
補
正
予
算

　
大
阪
維
新
の
会･

茨
木

　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
幾
子

（※１）

（※２）
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市
議
会

だ
よ
り

り
、
将
来
に
つ
な
が
る
第
一
歩
で
あ
る
も
の

と
考
え
選
定
し
た
。
協
定
書
に
つ
い
て
は
今

後
締
結
し
て
い
く
が
、
医
師
の
派
遣
に
つ
い

て
は
、
現
実
的
で
な
く
、
２
次
救
急
に
お
け

る
阪
大
病
院
へ
の
受
け
入
れ
な
ど
を
期
待
し

て
い
る
。

大
阪
大
学
に
お
け
る
本
市
寄
附
講
座

（
※
３
）
に
つ
い
て
、
公
平
性
や
妥

当
性
の
観
点
か
ら
、
な
ぜ
、
本
態
性
振
戦
（
原

因
不
明
の
「
ふ
る
え
」）
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン

病
に
効
く
と
い
わ
れ
て
い
る
集
束
超
音
波
治

療
学
で
あ
る
の
か
。
ま
た
、
大
学
と
医
療
の

連
携
が
進
む
こ
と
は
と
て
も
魅
力
的
で
あ
る

が
、
医
師
の
派
遣
を
確
約
す
る
よ
う
な
協
定

書
を
大
学
と
交
わ
し
て
お
く
べ
き
で
は
な
い

か
。

集
束
超
音
波
治
療
学
は
、
本
態
性
振

戦
や
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
に
効
果
が

あ
る
だ
け
で
な
く
、
脳
腫
瘍
や
乳
が
ん
な
ど

に
も
応
用
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
研
究
で
あ

 

公
平
性
を
考
慮
し
た
寄
附
講
座
を

問答

寄附講座：行政や企業等が大学に寄附し、大学はその寄附で一定期間継続的に研究や教育活動をするもの。

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
福
丸
　
孝
之

本会議（初日）
本会議（２日目）
民生常任委員会
文教常任委員会
民生常任委員会
文教常任委員会
建設常任委員会
総務常任委員会
建設常任委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
一般会計決算特別委員会
議会運営委員会
幹事長会
議会運営委員会
本会議（最終日）
議会運営委員会
議会改革推進委員会

３日
４日
８日

９日

10日

11日
14日
15日
16日
17日
18日
24日

28日

29日

９月

８月
６日
21日

28日

市議会のうごき

北部地域整備対策特別委員会
議会改革推進委員会
市街地整備対策特別委員会
議会広報委員会

２日
３日

10日

７月

議会改革推進委員会
議員研修会
議会改革推進委員会
幹事長会
議会運営委員会
議会広報委員会

平
成
28
年
４
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

障
害
者
差
別
解
消
法
で
、
行
政
は
障

害
者
に
合
理
的
配
慮
を
す
る
こ
と
が
法
的
義

務
と
な
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
対
応
と
ど
の
よ

う
に
違
っ
て
く
る
の
か
。
ま
た
、
障
害
者
が

不
当
な
差
別
的
取
り
扱
い
を
受
け
た
場
合
や

合
理
的
配
慮
が
さ
れ
な
か
っ
た
場
合
の
相
談

は
、
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

 

障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
を

問 　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
安
孫
子
　
浩
子

法
の
施
行
に
よ
り
、
行
政
機
関
等
は
、

そ
の
事
務
、
事
業
の
公
共
性
に
鑑
み
、

障
害
者
差
別
の
解
消
に
よ
り
率
先
し
て
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
。
相
談
に
つ
い
て
は
、
既

存
の
機
関
等
の
活
用
・
充
実
を
図
る
こ
と
と

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
相
談
や
紛

争
解
決
な
ど
に
対
応
す
る
職
員
の
業
務
の
明

確
化
、
専
門
性
の
向
上
を
図
り
、
障
害
者
差

別
解
消
を
推
進
す
る
体
制
整
備
に
努
め
る
。

答

彩
都
東
部
先
行
２
地
区
で
事
業
が
進

め
ら
れ
て
い
る
が
、
高
齢
化
が
進
む

近
接
の
山
手
台
や
北
部
地
域
の
将
来
像
を
見

据
え
、
一
体
性
の
な
い
開
発
に
な
ら
な
い
よ

う
、
常
に
需
要
を
調
査
し
、
開
発
を
進
め
て

い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
北
部
の
財

産
で
あ
る
緑
豊
か
な
自
然
を
活
用
し
た
土
地

利
用
も
考
え
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

彩
都
東
部
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
検

討
を
進
め
て
い
る
有
識
者
会
議
に
お

い
て
、
山
手
台
を
含
む
北
部
地
域
の
高
齢
化

の
進
展
状
況
を
考
慮
し
た
ま
ち
づ
く
り
や
、

地
域
資
源
で
あ
る
自
然
を
い
か
し
た
土
地
利

 

一
体
性
あ
る
彩
都
の
ま
ち
づ
く
り
を

問 　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
篠
原
　
一
代

答次
頁
へ
つ
づ
く

（※３）
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高
齢
者
施
策
に
つ
い
て
は
、
住
み
慣

れ
た
茨
木
で
、
最
後
ま
で
暮
ら
し
て

い
た
だ
け
る
こ
と
を
基
本
に
、
地
域
の
包
括

的
な
支
援
・
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
で
あ
る
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
等
、
介
護
・
医
療
体

制
の
充
実
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
が
、
竹
田
市
と
の
連
携
は
、
ど
の
よ

う
な
方
法
が
あ
る
の
か
研
究
し
て
い
く
。

け
ら
れ
て
い
る
地
域
協
議
会
（
※
５
）
に
つ

い
て
、
市
は
重
み
を
持
っ
て
対
応
し
て
い
く

と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
協
議
会
の
活
動

に
対
す
る
、
財
政
的
支
援
の
現
状
と
活
動
拠

点
の
確
保
策
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
に
考
え

て
い
る
の
か
。

地
域
協
議
会
へ
の
財
政
的
支
援
に
つ

い
て
は
、
結
成
準
備
や
結
成
初
動
期

の
活
動
に
年
間
30
万
円
を
２
回
、
結
成
登
録

後
に
は
、
事
業
経
費
と
運
営
経
費
と
し
て
、

そ
れ
ぞ
れ
最
大
50
万
円
の
交
付
金
を
設
け
て

い
る
。
ま
た
、
活
動
拠
点
に
つ
い
て
は
、
コ

い
な
い
た
め
と
考
え
る
。
市
自
ら
が
待
機
児

童
を
発
生
さ
せ
て
い
る
と
い
う
認
識
に
立
っ

て
、
保
育
が
計
画
通
り
に
推
進
で
き
る
人
数

の
正
職
保
育
士
を
採
用
す
べ
き
と
考
え
る
が

ど
う
か
。保

育
士
採
用
に
つ
い
て
、
パ
ー
ト
の

臨
時
職
員
の
方
が
、
効
率
的
・
機
能

的
な
場
合
も
あ
る
の
で
、
す
べ
て
正
規
職
員

を
配
置
す
る
考
え
は
な
い
。
今
年
は
３
人
の

正
規
職
員
採
用
を
実
施
す
る
が
、
臨
時
職
員

篠
原
議
員
質
問
つ
づ
き

　茨木市議会基本条例に基づき、議会報告会を開催
します。
　茨木市議会の議会改革の取り組みについて、また
各常任委員会の活動や議論の内容等について、ご報
告いたします。

日　時：

場　所：

内　容：
一時保育：

駐車場（有料）：

問合先：

議会報告会を開催します

平成 27 年（2015 年）11 月 10 日（火）
午後７時～９時（開場　午後６時 30 分）
福祉文化会館 ３階 302 号室

（定員 100 人 先着順、事前申込不要）
議会のしくみ・改革の取り組み、各常任委員会からの報告等
　小学３年生までの一時保育を希望される方は、11 月２日

（月）までに市議会事務局までお申し込みください。
（有料：１時間あたり 100 円）
　　　 お車でお越しの際は、市役所駐車場及び周辺駐車場
をご利用ください。
市議会事務局総務課   
電話 (072) 620-1670・ FAX(072) 623-7591
　　gikaisomu@city.ibaraki.lg.jp

　
日
本
共
産
党

　
　
　
　
　
　
　
大
嶺
さ
や
か

他
市
よ
り
も
多
い
待
機
児
童
に
つ
い

て
、
そ
の
要
因
は
単
純
に
保
育
施

設
が
無
い
か
ら
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
で

は
な
く
、
保
育
士
が
き
ち
ん
と
配
置
さ
れ
て

 

待
機
児
童
解
消
の
た
め
正
職
採
用
を

問

答
自
治
会
は
住
民
の
声
を
く
み
上
げ
る

組
織
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
声
を
く

み
上
げ
る
優
先
順
位
は
個
人
、
団
体
、
自
治

会
で
は
ど
の
声
が
優
先
さ
れ
る
の
か
。

声
を
く
み
上
げ
る
優
先
順
位
に
つ
い

て
は
、
そ
の
内
容
に
よ
っ
て
優
劣
が

決
ま
る
も
の
で
あ
り
、
単
純
に
個
人
、
団
体
、

自
治
会
の
ど
の
声
が
優
先
さ
れ
る
も
の
で
は

な
い
。
し
か
し
、
自
治
会
の
総
意
と
し
て
決

定
さ
れ
た
も
の
に
つ
い
て
は
、
自
治
会
員
個

人
と
し
て
の
意
見
と
比
べ
て
自
治
会
の
総
意

が
尊
重
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考
え
る
。

 

住
民
の
声
を
く
み
上
げ
る
優
先
順
位
は

問 答

　
民
主
ネ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
総
司

平
成
24
年
10
月
に
策
定
さ
れ
た
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
基
本
指
針
に
位
置
付

 

地
域
協
議
会
の
今
後
の
あ
り
方
は

問

答

答

日本版ＣＣＲＣ （Continuing Care Retirement Community） ： 東京圏をはじめとする高齢者が、 自らの希望に
応じて地方に移り住み、 地域社会において健康でアクティブな生活を送るとともに、 医療介護が必要な時に
は継続的なケアを受けることができる地域づくりを目指すもの。

「
日
本
創
成
会
議
」
が
発
表
し
た
地

域
の
介
護
提
供
能
力
の
余
力
を
示

す
介
護
ベ
ッ
ト
準
備
率
で
、
三
島
医
療
圏
で

は
２
０
１
５
年
マ
イ
ナ
ス
23
％
、
２
０
４
０

年
に
マ
イ
ナ
ス
80
％
が
予
想
さ
れ
、
危
機

的
状
況
に
あ
る
。
本
市
と
歴
史
文
化
姉
妹

都
市
提
携
し
て
い
る
大
分
県
竹
田
市
で
は
、

２
０
４
０
年
に
プ
ラ
ス
17
％
が
予
想
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
地
方
移
住
が
軸
と
な
っ
て

い
る
「
日
本
版
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
（
※
４
）」
を
竹

田
市
と
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
は
ど
う
か
。

 

高
齢
者
施
策
で
竹
田
市
と
連
携
を

問 　
大
阪
維
新
の
会･
茨
木

　
　
　
　
　
　
　
塚
　
　
　
理

用
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
そ
の
方
向
性
に
対
応
し
た
ま
ち
づ
く

り
を
関
係
者
と
連
携
し
、
進
め
て
い
き
た
い
。

と
正
規
職
員
の
配
置
を
考
え
た
上
で
は
、
む

し
ろ
正
規
職
員
に
余
剰
人
員
が
増
え
る
と

思
っ
て
い
る
。

地域協議会 ： 本市では、 小学校区の地域住民が自ら責任を持って、 よりよい地域づくりに向けて、 自治会等
の多様な主体が連携 ・ 協働して地域を運営する組織。

（※４）

（※５）
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市
議
会

だ
よ
り

盛
り
込
む
こ
と
で
、
総
合
戦
略
の
実
効
性
が

増
す
と
と
も
に
、
総
合
計
画
の
施
策
を
総
合

的
に
展
開
す
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。総

合
戦
略
の
推
進
に
当
た
っ
て
は
、

実
施
計
画
に
位
置
付
け
て
行
う
こ

と
を
想
定
し
て
お
り
、
今
後
、
戦
略
の
考
え

方
を
具
体
化
す
る
中
で
実
施
計
画
に
反
映
し

て
い
く
。
ま
た
、
総
合
戦
略
を
総
合
計
画
の

施
策
評
価
及
び
実
施
計
画
に
組
み
込
む
こ
と

で
、
さ
ら
な
る
充
実
と
着
実
な
総
合
戦
略
の

推
進
を
図
っ
て
い
く
。

の
か
。

カ
メ
ラ
の
設
置
場
所
は
、
小
学
校
区

の
主
要
な
通
学
路
な
ど
、
府
警
本
部

等
か
ら
助
言
を
受
け
な
が
ら
選
定
し
、
学
校

や
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
等
と
協
議
し
決
定
し
て
い

く
と
と
も
に
、
で
き
る
限
り
住
宅
が
映
ら
な

い
よ
う
場
所
等
を
調
整
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

に
も
配
慮
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
す
で
に

通
学
路
上
に
設
置
さ
れ
た
カ
メ
ラ
は
市
営
化

す
る
な
ど
自
治
会
と
調
整
す
る
ほ
か
、
設
置

予
定
の
も
の
に
つ
い
て
も
、
重
複
し
な
い
よ

う
十
分
調
整
を
図
っ
て
い
く
。

準
の
中
で
、
特
に
、
営
業
経
験
年
数
が
30
年

以
上
と
い
う
こ
と
に
疑
念
を
抱
く
と
こ
ろ
で

あ
り
、
選
考
基
準
を
変
更
す
べ
き
で
は
な
い

か
。

現
在
の
選
考
基
準
は
、
資
本
金

１
千
万
円
以
上
、
従
業
員
数
30
人
以

上
、
営
業
経
験
年
数
30
年
以
上
等
と
定
め
て

い
る
が
、
選
考
基
準
が
厳
し
い
と
監
査
結
果

で
示
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
基
準
の
見
直

し
を
検
討
し
て
い
く
。
特
に
、
営
業
経
験
年

数
に
つ
い
て
は
、
早
急
に
見
直
し
の
検
討
を

進
め
て
い
き
た
い
。

平成27年度補正予算を修正可決
　９月定例会で、平成 27 年度大阪府茨木市一般会計補正予算

（第１号）に対し、議員から修正案が提出さ
れました。修正案の採決方法を諮った結果、
無記名投票に決定し、賛成 19 人、反対８人
で可決しました。
　なお、修正議決した部分を除く原案は、
賛成者多数で可決しました。

私立保育所等の建設補助 …………………………… 71,296 千円
小規模保育施設の整備補助 ………………………… 66,000 千円

待機児童の解消

介護福祉施設の充実

農林業の振興

　
茨
木
市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

　
　
　
　
　
　
　
小
林
美
智
子

来
年
度
か
ら
の
債
務
負
担
行
為
（
※

６
）
で
、
全
小
学
校
区
通
学
路
へ
防

犯
カ
メ
ラ
の
設
置
が
提
案
さ
れ
た
。
課
題
と

し
て
、
周
辺
住
宅
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
へ
の
配

慮
等
が
あ
る
が
、
場
所
選
定
や
周
辺
住
民
と

の
協
議
は
ど
う
す
る
の
か
。
ま
た
、
市
補
助

を
活
用
し
た
自
治
会
設
置
及
び
設
置
予
定
の

カ
メ
ラ
が
通
学
路
に
あ
る
場
合
は
ど
う
す
る

 

防
犯
カ
メ
ラ
設
置
の
課
題
は

問

答

　
公
　
明
　
党

　
　
　
　
　
　
　
河
本
　
光
宏

第
５
次
総
合
計
画
の
実
施
計
画
は
、

５
年
間
の
計
画
期
間
の
中
で
、
毎
年

度
、
内
容
の
見
直
し
が
行
わ
れ
る
が
、
新
た

に
策
定
さ
れ
る
地
方
版
総
合
戦
略
の
考
え
方

を
来
年
度
の
第
２
期
の
実
施
計
画
策
定
時
に

 

地
方
版
総
合
戦
略
の
活
用
を

問

答

　
自
由
民
主
党
・
絆

　
　
　
　
　
　
　
上
田
　
嘉
夫

本
市
の
普
通
及
び
粗
大
ご
み
収
集
業

務
委
託
に
係
る
契
約
事
務
に
つ
い

て
、
市
長
か
ら
の
要
求
に
よ
る
監
査
の
結
果

で
は
違
法
ま
た
は
不
当
で
は
な
い
が
、
選
考

基
準
が
厳
し
く
、
適
正
な
契
約
事
務
の
検
討

を
求
め
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
選
考
基

 

適
正
な
選
考
基
準
の
設
定
を

問

答

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
コ
ミ
セ
ン
）
が
そ

の
役
割
を
担
う
と
考
え
て
お
り
、
公
民
館
の

コ
ミ
セ
ン
化
を
進
め
な
が
ら
、
自
由
に
使
え

る
事
務
所
や
集
会
機
能
を
備
え
る
よ
う
に
し

て
い
き
た
い
。

債務負担行為 ： ある事業が単年度で終了せず、 後の年度においても債務を負担しなければならない場合に、
あらかじめその内容を定めておくこと。

（※６）

　歳入歳出予算の総額は、それぞれ 293,317 千円を追加し、
88,193,317 千円となりました。
　主な内容は下記のとおりです。

債務負担行為（大阪大学集束超音波治療学寄附講座設
置事業 105,000 千円）を削除する修正

【修正案】

北辰中学校跡地等利用に係る基本計画策定及びＰＦＩ手法
導入調査 …………………………………………………11,880 千円

地域密着型介護施設の整備補助 ………………… 32,000 千円


